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相模原市立博物館開館30周年記念企画展
「相模原市立博物館　30年の歩みを未来へ」の開催記録
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ナーの区切りを明確化した。配色に際しては、カラーユ
ニバーサルデザインの考え方に基づき、色覚異常によ
る障害の有無に関わらず識別し易いよう考慮した。
本企画展における展示資料一覧は後掲する表 1のと
おりで、総点数 115件 503点であった。

（1）博物館のこれまで（図 2-I）
略年表及び入館者数によって当館の歩みを振り返っ
た。平成 22年度に年間入館者数歴代最多を達成した
ことや、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う入館者数
の大幅減など、当館の歴史を語るうえで特徴的な出来
事については強調して取り上げた。また、米軍のキャン
プ淵野辺返還後の跡地利用に関連深い開館に至るまで
の経緯については、建設段階から竣工当初までの写真
パネルと合わせて紹介した。
（2）博物館の収蔵資料（図 2-II–V）
各分野担当学芸員による資料選定のもと、当館にお
ける全 6分野の収蔵資料を展示した。当該コーナーづ
くりにあたっては、当館が地域の総合博物館であること
を活かした分野横断的な展示とすることと、資料のボリ
ュームを重視する方針とした。このほか、所管施設、外
部保管庫を含む昨年度末時点の収蔵資料点数に関する
数値的な紹介を盛り込んだ。
（3）博物館の役割（図 2-VI–VIII・Ⅹ）
「収集保存」「調査研究」「展示教育普及」の各活動

１．はじめに
相模原市立博物館は平成 7（1995）年 11月 20日に
地域の総合博物館として誕生し、令和 7年をもって開
館 30年を迎えた。このため、令和 7年度は様々な周
年記念事業が企画・立案され、その一環として令和 7
年 7月 12日（土）～ 9月 28日（日）に開催された企
画展が「相模原市立博物館　30年の歩みを未来へ」（以
下、「30年の歩み」展とする）である。ここでは、「30
年の歩み」展の開催結果について報告する。

２．展示目的
前述のとおり、「30年の歩み」展は当館が開館 30周
年を迎えたことにちなみ、開催されたものである。した
がって、当館が歩んだ歴史を振り返り、これまでの博物
館活動や収蔵資料等を紹介することで、当館の取組み
を広く伝え、相模原市の自然や歴史、文化に対する理
解を深める場とすることを主要な目的とした。また、将
来に向けて、郷土の宝である博物館資料を後世へ継承
し、地域の学びの拠点としての役割を訴求するとともに、
利用者の関心や愛着を醸成する機会の提供を目指した。
展示タイトルに冠した「30年の歩みを未来へ」は、
開館 30周年のキャッチコピーでもある。企画展を通じ、
当館の過去や現在だけでなく、未来についても考える
内容となるよう企図した。

３．展示構成及び内容
「30年の歩み」展は、一部会期が「第 10回 わぉ！な
生きものフォトコンテスト写真展」と同時開催であったこ
とから、当該企画展と会場の特別展示室を二分し、さら
にその中で次の 4部構成とした。
（1） 博物館のこれまで
（2） 博物館の収蔵資料
（3） 博物館の役割
（4） 博物館の今とこれから
各コーナーレイアウトは図 1及び図 5、会場の様子は
図 2のとおりである。それぞれのコーナーに対してオレ
ンジ、緑、ピンク、青のコーナーカラーを設定し、コー

図 1　各コーナーレイアウト　「30 年の歩み」展チラシ
裏面より抜粋
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参加者の中には、以前にも参加したことがあり、今回
は家族を連れてきたというリピーターも存在し、前述の
定員超過も踏まえてバックヤードツアーに対する注目度
の高さがうかがえた。博物館側としても、館の意義や活
動について普及するうえで格好のイベントであり、今後
も積極的に実施することが望まれる。一方で、従来の運
用ではこうした需要に対応しきれないことが浮き彫りと
なり、継続してブラシュアップしていく必要がある。

５．まとめ
約 2か月半、実日数 68日間の会期で、「30年の歩み」
展は 34,146人の来場者を迎えた。会場内に設置したア
ンケートは 234件の回答を得ており、回答者の年齢は
6～ 12歳が突出して多く53.6％で、それ以外の年齢層
はいずれも 1割未満だった。回答者の約 7割が家族と
観覧しており、夏休み期間かつプラネタリウムのリニュ
ーアルオープンと重なったことで、小学生を含む家族連
れの観覧率が高かったものと考えられる。また、回答者
の 3割が初めて来館したと回答した一方、約 4割が 5
回以上来館したことのあるリピーターだった。本企画展
を知った情報源についてはチラシが約 3割で最も多く、
次いでポスターとインターネット等がそれぞれ 2割弱で
続いた。紙媒体の広報効果が根強いともいえるが、イ
ンターネット上での広報により力を入れる必要が示唆さ
れた。関心を持った内容や資料について、74.1％が「あ
る」と回答した。展示内容については 84％が「良い」
と回答し、「悪い」は 2.4％であったことから、好評だっ
たと考えられる。自由記載欄に多数のコメントが寄せら
れ、企画展に直接関係する内容のほか、博物館全体に
対するものも多く見られた。これは、当館の活動を紹介
した本企画展だからこそ得られたものであり、今後の博
物館運営においても重要な意見といえる。さらに、「（4）
博物館の今とこれから」のコーナーで募集したメッセー
ジは 1,092件にのぼり、これらにも当館に期待すること
などが多数寄せられていた。
「30年の歩み」展では、開館以降 30年間にわたって
積み重ねてきた取組みを紹介するとともに、博物館の裏
側など普段は意識されづらい部分も広く公開したことか
ら、来場者の関心や興味を引くうえで相応の効果があっ
たと考える。今回寄せられた多様な意見や感想は、利
用者とともに当館が迎える次の 10年、そしてその先の
未来を考えていくにあたり、重要な指針となるだろう。

について、それぞれ人文系と自然系の専門分野におけ
る例を紹介した。分野ごとの割り当ては次のとおり。
① 収集保存（生物・民俗）
② 調査研究（地質、歴史）
③ 展示教育普及（天文・考古）
そのほかに、これまでの企画展、刊行物、勤務する
スタッフやボランティア団体に関する展示を行うことで、
博物館の役割を多角的に理解できるようにした。刊行
物については、実際に手に取って閲覧できるスペースを
設けた。
（4）博物館の今とこれから（図 2-IX–X）
当館の現状と課題についてのパネル展示を行った。
展示資料がないため、写真パネルを作成・配置するこ
とで、淡々とした印象を極力与えないように留意した。
最後に、これからの博物館に期待することを来場者から
募るメッセージボードを配置した。また、開館からこれ
までの博物館の風景を写真展形式で展示した。

４．関連イベント
関連イベントとして、展示担当学芸員による展示解説
を 3回（令和 7年 7月 12日（土）午後 2時～午後 2
時 30分、7月 21日（月・祝）午前 11時～午前 11
時 30分・午後 2時～午後 2時 30分）、博物館バック
ヤードツアーを 4回（8月 2日（土）午前 11時 30分
～正午・午後 2時 30分～午後 3時、8月 15日（金）
午前 10時 30分～ 11時・正午～午後 0時 30分）実
施した。
（1）展示解説（図 3）
解説役の学芸員が引率しながら順路に沿って会場を
回り、展示制作の裏話なども交えつつ展示解説を行っ
た。参加者は博物館そのものに関心のある大人と、た
またま来館していた家族連れに大別された。一部の参
加者からは、後日実施した（2）のバックヤードツアー
にもぜひ参加したいという声が寄せられ、実際に参加い
ただいた。全 3回で延べ 44人が参加した。
（2）博物館バックヤードツアー（図 4）
過去に実施した当該事業の運用方法を踏襲する形で、
通常は利用者による立ち入りを制限している収蔵庫を含
めたエリアの見学を 30分程度で行う内容とした。当初
は 8月 2日（土）の 2回のみの予定であったが、受付
開始早々に各回 20人の定員を超過する希望者が殺到
する想定外の事態となった。このため、受付方法や事
業内容の見直しを図ったうえで、急遽 8月 15日（金）
の 2回を追加し、全 4回で延べ 74人が参加した。
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図2　会場の様子　Ⅰ :「（1）博物館のこれまで」コーナーから展示導入部　Ⅱ :「（2）博物館の収蔵資料」コーナー導入部　Ⅲ :
「（2）博物館の収蔵資料」コーナー民俗分野（左）と生物分野の一部（右）　Ⅳ :「（2）博物館の収蔵資料」コーナー考古分野（手
前）と地質分野の一部（奥）　Ⅴ :「（2）博物館の収蔵資料」コーナー天文分野　Ⅵ–Ⅷ :「（3）博物館の役割」コーナー　Ⅸ :「（4）
博物館の今とこれから」コーナー　Ⅹ :「（3）博物館の役割」コーナーから「（4）博物館の今とこれから」コーナー

図3　関連イベント（1）展示解説の様子（7月21日（月）実施回）　Ⅰ :「（1）博物館のこれまで」コーナーの解説　Ⅱ :「（2）
博物館の収蔵資料」コーナーの神輿の解説

図4　関連イベント（2）博物館バックヤードツアーの様子　Ⅰ :大型資料収蔵庫の見学（8月2日（土）実施回）　Ⅱ :生活資料収
蔵庫の見学（8月15日（金）実施回）
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表1　「相模原市立博物館　30年の歩みを未来へ」展示資料一覧
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図5　会場レイアウト　大：大型展示ケース；小：小型展示ケース。図録及び刊行物は覗き展示台を使用。破線及び各専門分野の
略称は各分野の担当範囲を示す。


